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吉井美弥子「源氏物語論――表現方法と享受の諸相――」 
 
吉井美弥子氏の学位請求論文「源氏物語論――表現方法と享受の諸相――」は、Ⅰ～Ⅲの計３部、
26 の章から成る。その副題が示すとおり、『源氏物語』の「表現方法」をとらえてこの物語がいかな
る文学であるのかを論ずるⅠ・Ⅱと、近現代における「享受の諸相」を扱うⅢに大きく分けられる。
ただし、Ⅲにおいても、表現としての『源氏物語』がいかに読まれてきたのかという観点が一貫して
いる。したがって、本論文においては、Ⅰ～Ⅲのすべてにわたり、『源氏物語』の表現そのものが考
察の手がかりとなっている。全体の分量は、400 字詰原稿用紙に換算して 1100 枚弱。査読付きの学会
誌、紀要、論集等に発表された諸論文をベースとしながら、「源氏物語論」としての体系性を確保す
べく全面的に手が加えられており、実質的に書き下ろし論文となっている。 
今日、『源氏物語』研究者の多くは、「表現」としての『源氏物語』がいかに読み解けるのかという
ことを論じている。すなわち、「表現方法」の調査・検討に基づいて『源氏物語』を〈読む〉試みと
いってよい。吉井氏が本論文のⅠとⅡにおいて展開している論も、そうした『源氏物語』研究に含ま
れるであろうが、本論文においては、「表現方法」をとらえる観点の新しさ、及びその調査・検討の
緻密さが際立っている。 
７つの章から成る「Ⅰ 『源氏物語』の「声」・身体・人物」では、作中人物の「声」と身体に着
目することによって、人物相互の関係性、あるいは「男／女」の枠組みとそこからの逸脱のありよう、
また権力との関わりなどの諸問題をテクストから読み取ってゆこうとする斬新かつ意欲的な論が積
み重ねられている。特に「声」に関する各章の礎稿は、1990 年代半ば以降集中的に発表され、『源氏
物語』研究における「声」論の嚆矢となったものである。第一章と第二章においては、まず作中人物
の「声」に関わるすべての叙述を網羅的に調査するところから出発している点に、論の高い信頼性が
看取されよう。これらの章では、男女それぞれについての「声」をめぐる価値観をとらえつつ、そう
した社会的・文化的枠組みから逸脱してゆく女たちの多様な「声」が摘出され、しかもそうした逸脱
する「声」が物語の展開と密接に関わっていることを論証している。また、これまで等閑視されがち
であった「美声」の持ち主弁少将の存在意義（第三章）、そして「歌わない」帝たちと、准太上天皇
の位に就いても「歌いつづける」光源氏との対比（第四章）などが論じられているが、これらは「声」
が物語における政治・権力などと密接に関わることを明らかにした画期的な論考であろう。つづく第
五章では、「声」のみならず、さまざまな「身体」の特徴が誰よりも具体的かつ性的に語られている
末摘花の有する（光源氏との関わりにおいての）危険性をとらえている。また第六章は、作中の女た
ちの「髪」に注目する論である。「髪」が「見る人」ないしは「触れる人」と当の女との関係そのも
のの表徴であることを明らかにしている。第七章では、作中人物を論じることの意義をあらためて確
認した上で、特に葵の上の政治性との関わりを論じている。光源氏の正妻でありながら、物語におい
て印象の薄いこの人物の意義を明確にした点で、これも画期的論考である。 
次の「Ⅱ 宇治十帖の〈語り〉・方法」は、計 13 の章から成る宇治十帖論である。光源氏亡き後の
物語である宇治十帖を考察の対象とする論考は多数あるが、その物語のとらえどころのなさゆえか、
研究史を繙いてみるとその議論は拡散しがちであり、一人の論者によって大部の宇治十帖論がまとめ
あげられたケースも意外に少ない。吉井氏の場合、宇治十帖における言葉・表現のありようを能う限
り丁寧に読み解くという姿勢が顕著である。十帖全体にわたる論のボリュームと質の高さは特筆に値
するといえよう。殊に第八章の〈語り〉に関する論は、薫の心の内と物語叙述（特に敬語の有無）と
の有機的な連関を明らかにしたもので、〈語り〉論の有効性を示している。また、薫の母女三の宮（第
九章）、宇治の姫君たちの父八の宮（第十章）、中の君（第十二章）などのように、宇治十帖において
主要人物から外れる人物たちの存在意義を明確にする論も展開されている。さらに、宇治十帖におい
て節目に位置する早蕨・宿木巻（第 48・49 帖）を考察の対象として、これらが単なる橋渡しの巻で
はないことを明らかにしつつ（第十一・十三章）、続編の生成と読者の欲望との関わりにまで論の射
程を拡げている（第十四章）。つづいて、物語中の最後の女主人公浮舟をめぐり、６つの章にわたっ
て論じられている。まず、浮舟と父八の宮との関係をとらえ直した上で（第十五章）、七夕伝説との
関わり（第十六章）、夕顔巻からの引用に関する問題（第十七章）、蜻蛉巻における不在の浮舟の位置
付け（第十八章）、浮舟の弟小君の問題（第十九章）、そして最後の場面における浮舟の「沈黙」の意
義（第二十章）といったように、浮舟に関わる重要な諸問題が論じられているが、総じて表現方法を
綿密に検討した上での論という特質が顕著である。 
「Ⅲ 読まれる『源氏物語』」では、谷崎潤一郎『夢の浮橋』（第二十一章）、倉橋由美子「イフリ
ートの復讐」〈『倉橋由美子の怪奇掌編』所収〉（第二十二章）、田辺聖子『新源氏物語』（第二十三章）、
大和和紀『あさきゆめみし』（第二十四章）というように、近現代の翻案小説、及び漫画化された作
品がとりあげられ、さらには国語教科書の教材としての『源氏物語』も考察の対象とされている（第
二十五・二十六章）。ただし、ここでの享受論においては、『源氏物語』そのものの表現の特質をとら
え直す、というような視座も確保されている。たとえば、第二十一章では、谷崎作『夢の浮橋』にお
ける「真実」の宙吊り状態が『源氏物語』夢浮橋巻そのものの本質をも照射することを明快に論じて
いる。また、第二十四章でとりあげられる『あさきゆめみし』の場合、漫画という制約のある形式の
中で、一義的な解釈におさまりきらない『源氏物語』そのものの特性を際立たせるような面が見出せ
ることを明らかにしている。一方で、現代の多数の人々に影響を与える国語教科書の中の『源氏物語』
について、その可能性と問題のありかを論じたのも、享受論の新たな展開として評価に値しよう。 
上記のとおり、本論文は『源氏物語』の表現方法を緻密に調査・検討することをベースにして、斬
新な観点により、従来の諸研究を超える新たな成果を示し得ている。ここに本論文を、早稲田大学に
おける博士(文学)の学位に充分値するものと判断する。 
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